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鹿児島県水産試験場



巻頭言

場長西田稔

 ノ.ヲ・牌・鮪融鍬・侮妙ろうとして1一“・・今年毎.1㍗ケ
 ツ1㍗雫iヂ嘩産ぴ月裏面確率撮影に舳し・人類地榊魔I一
 束にとって欝郷恋細め一仰宇宙旅行の手帥・と㌧下・岬。
 の肩・窪界旅行が近い雫衆綿す喬こ・.とは掛違いある出子智一・.
 の進苧まこ・と1だ鶯・ぐ一べき一ものがある・.
 齪I.喜一が.え0,て水産.ゆデ.周礼抄ツチする我々9周辺を一見廻ずとJ.一

 束こど一肥径離しい機軸銚帖・辛映・」り・でめ・・るレーサ・ケ。∴マ1ス・ぽソ・連か.;

 らも・㍗.か杯1カ」榊炉納澁叩鰹を・紬す亨に・庄一秒.
 紬って来る一し・.古グロも鯛が簡趨として坪上一げる傾向苧グー{
 る目李ラネ■ンはいづこ.1鮒しそ一1に・な1悪ける,と抑留師;
 は又々越冬かも一知平ない。そも.そも話合の一緒柴任.今い苧坤φず一三
 一寺触行処置亟)績舶罪にし・その上1と粥鮒.携了した者苧・1.
 えも剛午い肌昨ないとは言語帥である一・∴≡識ダ1千から'∵
 なぜガン肘Uたと.インネンづけら・れ・・準ぐ予れ・アガをしポー.
 上に・金品1まで・巻上げらルた状態とで雷云っ杷一らよ.か合う。.光・方一.
 は.冗方.セ止むを得〕一ζ一・い理由があるのかも知ら胆が、北鱗一,箒還に.

 一ネ寸する1零度と云いあま〆にヒステ1ツIクであり・前時代榊人….
 賛政策でめつて.納得し難炉。私も再軍傭に賛成ではな1いし.、=

 憂国民を敵と考元る者でもないが、漆政権が人寅帖敦簾をと.季撃

 り億'軍艦でも飛行機でも、ミサイ'ルでも何.でも俊って{㌣ρ、、二

 てわたらと云う気持妃なることずある。自衛船問題が竈ったψi;ミ・
 もムクまないと患う・子供の跨から南鮮帯非鮮ψ各所・に・住み一ポ∴
 水産関係に織を得て炉ら一毛両方に唐住した自分としては.楓つ

 炉しい土地であり、知り合の人も多い筈で亭るが。今⑰状態・で
 は万一機会があったとしても、打ってみる気持にはなれまい。

 さて李ラインから.しめ出されて騎拓された支那巣悔のサバは

 ね釣漁築も巻網の進出・棒受の苧巧運動でや・}こし{猿って来'

 ム/・一



 た。それに今年はヰ共の漂譲放流サパカざ何・尾.呼率見ざ舳ことは・
 1先様の意図は全1・一判らない1こレても・蓉・畦戚声唱こ牛は瀧違いな・
 いから近1く将来何みの形で簡蓼卵り毎'う轟曳.る・
 沖縄来軍の1・ザイル湊郎・よ'る裏ツ才嘩峯係の反芦運動も活

 発に続けら1・てい干穣だが・一乏又早亭、鷲㌘るこ午㍗つカ)し
 11帥。工嘉廃水の水質汚染に美る一親筆・も一率。タ'鮒^舳は・
 県でも一永イ乏病をめ一ぐる工。場廃1承間鐘棚影嚢牽奏む出水郵一蕾ρ)魚
 価檀下1・一Iで灘係漁昆.の琴げ.た打撃1ま太さい一水市干z濠帥㌣
 アサ入サイニ1種芋場卯省'醇干手工紅僕.・三サンドポンプ薪水

 ・癖㌣増1季う二雲の細)ち・葎予ヒ'ビ代金は入州し;
 月琴字畔坤て秦殖したものも二11竺鱗声も・ノリ坂人が
 プ紬療'1,戸って・テ重の被害が紗楚・櫨㍗薬者は干加工事当

 鰍率二作期坤・交通締者峰ギ岬はと一パ州
 ;'.で㌣、かダ少.資'輯をI茎予て犀当邑こ戸麦となる一人川'
 か・/叩?I彩拘良さ妻・う・にI思える一升苧薗デ㍗か三川.多数圧力
 が無ミ宴タIはI脅叫二率い二当局が帥・いダー:㍗1コレも
 行オニ李峰卸1悪、1・総花主義ペレ㍗伽てはラチが
 あかべ.ξ・岬信感か・万レカ柵之=・1まの弓'樗遇坪3)・、ρいで≡こ池の

 .場の施辞婦.昂を/千万島.分1ζブれ、わ事ないビ争力満窺戸と

 1練㌻実例㍗ら・一・華∵洲∵∵・イ・
 つい数的垂で1細ψ行事甲・度毎に主催者…来察と1水産一黙

 ＼尽㍗1∵∵lll∵∵∵∵、



 ザ資源雑持とか・増俸グ)・必一要性一な・・一と・の言葉一が多く卒⇒年目こ
 矛1は∵面琴レひべさこと'で苧Iグ1∵・面繊を喜ぶべ.きζ.とであ
 わ、㍗しヵ)し甑苧の様にい∵ろモヤ号1†・しそ何.とも辛1どこ
 々 一カま一ムい状麟辛.解消†るため1千Ilい1一・づ争火と1螢説的である
 が・獲る走9'獲り:牲祭唆らしてから呼めて蕎出翠レた方
 が早道だと云二㍗芦㍗る人11∵てあろ・う㍗、

紹介
 昨年・月発足以漁筆紙鎗讐:群1ア離=約・久鞘にま}

 肥成果笹・哨報音㍗で農琳㌘1㍗て去るノl!月^{こ
 悩しにので・.そダ弟1・㌣、jこ射る二股情・雑つψ見
 1群α燃'壬記載㌣・㌧:㍗:偽字一嚇.ll=つい''七の一見解
 靴呼と郷呼㌣φ.関僚.は㍗下に.紹介仏
 漁1。講・に芦納哨;亭一勢11つい.下.、の見・癖・

 喜一約1..一.二二ニ1三表土=点ダ葺幕、.、、一.一、二
 ・)・.鮎師巽の進歩故炎虻・療一い1、・梅饗櫨は瀬調に伸びてき走
 が・漁準物一酬容一は・戦耳11ご比し変化してさ下いる。

 ・)遠洋紳箏塞の発鮒比較し七、沿繁漁桑は鮒1§に不
 振でめる〇二㍗二1

 ま肥沿奉、沖合漁場に利いては、漁薬1壷整が深剰化1し

 てさて1価り'・j一軸漁剃干ね!・ては・.郊麟約話.簡約が

 .強化さI好一一ぎ一1乎'り.る。
 ・)破尖経営偉率1ゴ無鋤刀鉛I階磨の減バよ.9、籍痘は減

 少してさてい書が・各階揮揮に・は.、抄な=りの妻牝を示Iし
 てさている。ず・抵わち
 ・a。撫薮鮒=あつ工は無ヤ準家'の芦しll・蹄箏坤1・・I・働・・

 刀漁家拘よび'浅海増殖一漁家の著しい増坤と一が対照的に進



 1、ポ紬紬急靴動力隼1れ・め戸い…㍉呼㌧
 し≒転化している、ρ'伊

 “一・憐業企榮体では、鈴ト・δ・=トンまでの甲・小漁船
 /…娃珪騒・は減少.し・400一トン以上の大型猟船纏営騒が.・大、

 ㍉J1ζ卵1し・紬の大翠化二が師・でいか.
 ⑫碑卵網漁業・岬さ二網漁薬苧の沿繁大鯛触薬

 は後退している。

 4)わが国漁.業の生産構造は.各種の軽I営体が混在している

 が・そ拶堂内容は1経営平態と漁藁種類によつ・て外ヅ
 のような現状に地カ)れてい=る。

 a経営形態からみ1て

 王)…企業醤営は、絶産業1…一比し・.一般に労衝の装備革・
 掛下資本も大であり、また競争の激化から・投下賢犀

 も.活鐙であるが,利盈単は低.い.
 亜)家族労働垂中心とする二小生産的一漁家綴喜は.金業経

 営よりも労働の装備箪が一低{、生産性も低いが、'家族

 労働なるカま故に経営が縫持さ、れている.

 b漁業種類カ}らけて

 エ).漁船漁菜では、労働の生産性は経営規模の大さ㌔.な・い

 るに?れて上昇しているが・利量率は平行しない。.
 亙)定置漁薬は、規摸の夫少を満4)ず、投ド資泰量博多

 い割には漁船漁薬・に比べて年産性も・低{・利盈率も低
 い。

 薮)σ)り、炉さ養殖秦ぽ.投下費みの少ない割に渡船撫

 '業1と比べて高い一生醒性と刺捻箪をめ・げてい.る。
 5)水産物需要.の伸びは鈍化してきて犯り、これを・消費傾

 向からみれば鮮一魚類如ま・ぴ塩干物が停滞気味であり・。・、.こ

 れに反し、萬次加工品の需要が伸びている。

 というgとができるが、さら・に、わが霞漁業の現状増)ら、

 今叩漁桑政雫のため.の岬をやしてみると・



 I).漁村は、過剰人口をかカ)え、多くの漁家糧が沿豊漁業に

 従事して・州その所得は・農家・都㍗㍗竿較.して低
 し、メ(準…こあるこ'と。一キ

 皿)沖合漁薬は・紅咋漁業・生産の中核体とI卒ってい亭が・
 その経営は必ずしも安定しているとはいえないこと。.

 盟)遠洋漉集に榊・σる生産の発1瞳1は.顕著であったが、饅際的

 諸勧約が強一也帥・山帯次頭打Iらの暑;干態とぼりつつあるこ
 と。.

 が手憲繭・さ・れる。

繕種5学年度  .米..の津'のり.錫の

 程予価不良について.の.考察

養殖都 瀬戸口勇新村巖

小松光男

九万田一己

まえがき



34年度  ノリ茅着生状況略図



 米之津のり場ほ遠{明治ノ.4,5年頃にぞα)端を発するもの

 であるが・その后.著レい進歩はな1;戦戸の昭㍗碑から'
 犀踏的養殖が実施ぜられ.観、隼来、急速に産業化された。'

 し坪して、昭和ギ年には本県の要請による広島大学教授・富
 ≠川博士⑳胡地調査一心よつ下盤季な橦予場として折紙をつけら
 れ県内業者もそれま二では専ら.熊本県炉ら種予付移殖をしてい

 たのであるがガようや1種子率とレても一利用帥始め托…
 嬉和バ.年.・熊綿から.種子舶帥三・あり良好な成讃を収めて.
 種手付の籍要は増加し、3o年以降は熊本をはじめ福岡、佐賀

 の三.県から穫予1了依頼が漸培レ県内、外業者の注目する処とな一む

 境崔、侭至.つでい・・為。

 米z灘種予場の特徴はアオノリが非常に少くアサクサノリ捗濃

 密に着生することに約いて好評をは三一してきた。

 従来はむしわ橦予があ宰りに多{麓さ過ぎるので困ると麦う声二
 もあった位でめ.る。

 としわが犠・1こ本峰に幼い下は轡?でな.い不良な種予付状況であ
 っ一たので例年と此藪艇討してみた。

 気.象、海況関係  アサクサノリは鋳夏したボ状体が秋に・単胞子、を放出してヒビ

 に着生したものである。
 との単縄予の放出される時期は、そ9)犀σ)気象海況1こよって影

 響される。単麹子の放出される海況条件.としては主に水温そ、
 23℃以下に海水温が下降した頃に碑出が鑑となる。更に海水

 の流動の激しい大潮時とカ)シケの場合には網子の放出が促され
 る。'米之津橦予場では光寄りの風が蝉く吹く手とが～:・水温

 の下降と海水の流動を促して、胞子の放出に好条件をもたらす
 と考えら河τる。

一一3一



 こつ・らのこと1)ち一帥・㌃・・、年までと・不隼との観測結
 果を・種子何卵である/0㍗中/!月ノ0白までの鯛
 ・に㍉て比較旋討してみ違一。

 ./天候は第ン表のと佃り.で例年と大菱ない。

 第/表・・  !0月!百・㍗ノ・!月ノ0白.までの天候・別日数

 (昭和28・{Jg年ば災害により資一料不明)

 昭〃

睦

薄曇

曇

爾

 ・・1!・1・・二1.・;・11チ
 ∵…汀I'丁∵rニサ川一

 1Tデ…丁丁∵∴∵丁…二二

 ユ風向、」威力については北審・りの風が例年よりや、多い自

 であった。(弟z表)

 3.水温については第3表に示すと泊り、/0月上旬は例年

 よりわ高目であったがト中旬に急降下し・例年より平
 均α・℃(・・月1ト:予・昌)低1・・1超÷の碑出条件
 としてかえつ・て好条件で一あったようである。



 ・第2表風向、風力の出現日数とその平均風力
 (川、膚・』百一ノ!月ン0目1.)

 (数字は出塩白数一平均蔵刀を表す)・

 1昭…'1・1-1.1-1-1
 ・・一…一…1・一ま一ユ†r一十ぎ⊥今↓皇・丁⊥貞一一1川れ…1
 .、努。.一一一i!まづ1半1乏二紅…乏・北ば一ヒ払ム三二主・1妙1二3=・1
 1い1、孤….・1斗、上迎1.、三二4_.・→・・、、・曳
 i崖1引架一→81、_よ5一し紅→、≡、_、、・丁二二;;=ト3,1

 選sタ、..一_..L.・一二.、一一L、.__し、ノー.亭、.._、.1....∠二、.ノ..王.
;,llll
 ,ls、む・1こ.二主L∠二一∠上.五二二」1」..ノニー.丸し～三4グr・ハ

 ト.芦.軍し_一、.ノニし._.、、∴_._.山⊥.、二、.上、.山.、..!
 コs1上二∠.i_._.1..._.」.、、.L⊥二一一仁.ノー二差!
 lS一';'石1一一01…一….11一…一'…“一.1
 !凹■一一一一■■」■r.一■''一一'一一一一一」丁…一一'.I一一一山「''.一I一一一一一一一一'一'一I1・
 ls晩「ミ.._.一...し.、__.」..、、L..`一./L
 蜘..s二w1i1・1・;ll

 一一一十一0…」一'一一十一…寸……T'''一川■山…r…一…一1I
 i....旦一1..⊥...ξ二三里↓____j一_一___一_一。一笠二五五。、.。一._、、上、.ムニ孟立..。.
 l/l・パー一十一1一二一一1・よ一・llユ1
 1∵ジ㌻二∵叫土虹叫嵐1、二・1・1

 (昭利イ8、専・9牢1は災害1こより資料不明)

 ・一I5一



第3  表米ノ津種子場1おける満潮時水温。
 で5古平..均.・)

 1昭i
!!,
 .1..,ノ.、7.i..・.ぎ.

 ノ0月'1・■
 !二・三皇…4二刈三・!・…1'!ll・

!。4。。

 、'ヲ3・'ρ

{.そ5

 。〃パ

 』3.ソ8

5;/ 5・435

 1坐ト州i ...メ.呈圭、竺  ..」.、.色製..2一.

 ノ・/.方≡

 ...4二1...含.1ψ辛.2...
 6・、一/0J0.ノ山

1・1:
 ・ψ0・・…二・011イ・1・…革∵・・ψ・・}=3圭一山主一
 φ0-440.J'才=ノ7/ち{JOJ上./8:ず

..提,.製..

ユノ139

 その後例年よりや、萬富り1二1;レたが、.48、亨/年の海況にフ))なり類似している.



 張込・水位

 総てq)海藻.は外薗に拘束されて生椿・レー白個に遼一した所に生育

 する1。..換.蓄.す.τむ一ば各自、に適した.処に分育しているのゼめつて、
 この分布範囲を・水'平剛こか肥ものが地理的・分布=で、一一.これを.塁壱
 自勺1こみたもα)が附着麿又は棲息帯と称するもの'さ一ある。

 一般的1こはアサクサノリ棚附着範囲は干磁纏燭尋こ担いて、大体

 ノ脇内外である。.こα)樹に特に濃密な懐がめり、これは圭と'し'・.

 'て千一山蹄馴!蝸洲・採郎竺・冬ぐ㍗こ率。意されポ
 米之津種子鶴いいて数坤率しべ祭㌣壬ま干出蒔帥5斗
 ヲ蒔尚のか魚り広い水位に有)たつ亡一ブサクサノリの何蕎適暦が

 あるこ亡か判明した。

 47年以璋奪盤}鑓一込ガ(イ立とぞ{場!奇兵蔓σ)『二出蒔三割圭ま6モ0)と・・‡oりで・あ

 る。浴年j笠は。昨年の誠一鹸結集炉ら…一ミ“0～・・一喜5糠を抜送水{主

 とした。一・

年度

 一』Iク.

J8.

4テ

3…0・

3/

3'

33

34・

 垂込水位一又は1嚇着通繕

 基準:・」一II」・位…ら0泌

…}o⊃

 一一5・一・・山35

推定.山.30
・7-30

 ・十0__3,5

 一一.～5・～一一.テ5

 一年0一～一一5・5

 干出時I圏

年一

 ・.3.5～4、ツ

4～5.5

4～5,5

 4、・5

4～5

3,5}孕.

 ○張I込、移殖月白

 採笛は前述したと剛'永濫.・一難汐に影響される処がす!な/な
 いので建一込石臼だけの比較は当を得ないもので、ここでは建込

一7一



 Iから箏までの鯛について比較亨るう十とした・
 例年の壷込、移殖舶は次のせ拘りでめるヅ.

 4芋度守畏込一月損穫…Iラ直刀自

 ユ7/0月/ク旨・ノ!月20百一

 28!0月/3賞r/0月ユ8…≡…

 4g!0月テ1卜㍑、弓ノ日ノ0加舳一

 30/0.皆/ノ白{ノ0月ノ0昌一ノー0月30己rノノ月ノ0白

 ・3ノー/0,弓ノ6b一!ソ月'一老ηめ/ノ月ノ白一ノノ月ノノ賞

 3-2ヲ月48日一ノ0月ノ4日/0.肩^ノ日}ノ0j書30。一言・・

 33ヲ月〃卜!0月ノ!ポノ0.卵6ト/!月島

 34/0月4昌一^/0、竃J5白.ノ0月30白一!/.月/6日

 4一ク、28年度は移殖担行わず、櫨予場が壱めま、養殖場とし

 て使用された。

 一銭的にはアサクサノリの芽が確認さ4'L>ばで・冒るだ・り一早㌔移一

 殖した方が生育のよ」、こ一とが判明しているが、大体、各のり塘・・.・ユ

 共。、嘘込后一瀬(ノ5出)をI経.1艦して移棚i)ているのが現状で

 あ季。米羊津てjは例年ノ5～曲0臼后に移殖するものが孝・
 く種子何の悪いこく一都のもので301三位后に移殖するものも

 い{らカ)あつた。今年の場合'は'/グ、白3b現.在ク0%位が移出

 され一二残り30%は/一/月中勧に移・出さ童■た。
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 ノリ芽の着生について

 駆述したと拘り米之津種子鶴はアサ4サノリの着生が非常隼
 多げ才ノリ苧雛が少ないとバ1こと苧1定評とな3ている。
 .・サークサノ1の帯主が多いという.こと.ぱ一次芽牢着生よりも.む
 しり二次≡茅の増殖が旺盛なためであ一る。

 (一～欠芽:ボ状'体妙ら一・放出された鞄.子が発芽したもの、・;次芽:

 ノ'鰯後㌃次芽から放出帥た鮒が発帥たもの).
 二次茅一。を放出す.る泰俸の太一さ..さ、は、.ノ.リの種類,により異な.ると公
 一権れて...いる・が兎来、.米之簿穣景.ぱ・良薬姦の早生種で初期の成.長

 1が早{.∫鰯以トの莱常11じ'.小き,いう.5・・に一二次一葉.を放、出一するこ..とが

 確議1されている^

 今卓度は各地で人工採盆が鑑ん1こ実施されて.いる・に拘らず昨

 年が〕成り上翅.る約功万一枚のにビ(網ピピ換算1が取込まれた。

 披込み後ノ適問釧)着生状況は司一成り良好と思バ・.たが一乏の
 後著るし尺砂泥が附養し二.猟芽の増殖は強ルどみらIれ一ず相当数

 の茅イタミが藷めら.れた。加うるに・ア.才ノリー(1～悌長.が目.,立ち修一一
 殖援一一の.借.連裸一作・も効・果なべ。埴.子・ヒービ.の.大都分のも・のは収量絶望.

 と駕、わ.れる状態1こ一な?ている。.

 48年から本年まで'の着生状況について榛・鰭によって査定し

 た結果ぽ次.表のと知りである。こ.、で資料は適期に張込んだも.

 のを移殖の際陵鏡しヒビ/鰍当り口)芽数を%.をもって表示

 したも鏡)である。

 1＼芽数.、1,

 ∵.!、㌃篶∵千∴㌧二ざこ点し
 一一一一一一一一一一…一一一一一トー一一一⊥一一一一…一ギー一一

 =パ1.1・・1・・1;…≡1や・少ない1・1・
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 二1I㌧中1ψ一・・、・1斗・1{鰍=一ア毒ノ1;・1デ1藻1;臥:1泥
 1㌻ぺ、…一・・二・1・一・二・…1一…・、,、一・十∴…・…1…・

 一1.{、.4止い.0r川;・!"1・
 1㍗1∴→!一一1∂1μ1∴ぺ久十…
 汁一∴㍊十汁慧鶯:1々
 §本年の種子付不良の原題にら1いて考察
 泰年の種子付状況の特蟹は

 !)ヒ・ビに砂、浮泥の付着が…I多箏っ。セ。

 特に鶴ヒビに薯しかった..。.一、∵....

 ユ)ア方ノリ㍍げ一饒.類の着生が多力)った。

 3)ニアサクサノリの"茅ザ生が少い茅イタ子が例雫π
 比べ薯しか一った。

 以・土のと約9で○・これらの状洗に至りた原因と思われる6の..{
 な前期の気象.張込水位、時期等の検二討からは見崖せない.

 た.㌧・種芋村役坤が例躰一り与坤目を示したが・.パ・.・
 !集め類似海況でノリの着生がさ.カ)った例から本年の不具,の原

 因とは云えない○

 こ、で、繭年ま下と異っ1た現象は干拓塵防の建設作業が行も一れ
 ていることである。干撮逆防仰ために潮・沙流が多少異ったこと

 の影響も考えられるが。例年.殆んど見られなかった砂泥が、本

 予特に多カ)づたことはサンド余シブ操業に一よる土珍の流出に'二。。弓
 起筆す一るもりと考えざるを得'ない。

 サ・ンドポンプの操業は砂泥キ共に海底にあるアオノリのタネ
 を広範調に撤さ一ららし、アオノリの.着生を促進すると共に'ア

 サクサノリの2次芽の着生に'大.さな障害を与えたと推蒙される。
 (ヒビに砂泥が附蕃すると、.才サクサノリの着生を・阻害し、更

 に附着しているノリ芽の生菅を抑制するぱカ)りでな{、茅イタ.

 一/0r一



 己㌔・'

 ミを起す1ことが充分考えられる。)

 なべ.一、築連一工事㍑パセメン!l,あべ=I咋響も考元亭れる
 ・が・、これ..に文王す一る試験調養を打っていないので確認出来なべ.

 東海サバ漁況(10月分)

 I漁業部

 !・月{第一細大藩でサl!漁が、饒始さ戸、も
 漁場は病クチビ!坤近㍗デーり・j/ノ1・か棚†心.で
 水温'ほバ℃台を示していた紅ド旬に1とると鑑林ポ'…ラ…・
 平、・バ区(バー・〆↓・・ノ・パ㌧・・十・ペヅ)
 の広い範囲苫こ貫って1、・る。ミが・ゲ…一・・'N・〆一バ→!・・'蹄・
 近で集中藻業をなしている一漁場での摺昌はJグー0,ρノ理/
 パ㌧.5σ'到.附・逓帥理から一s引こ通りこの北鰯に好漁がなき

 '耳・そ1.・る1魚群は薄一/集・魚が・悪い。女色も悪～1穀場・は例年1ζ
 くら一べ上、中衛は第よ・りの海義であったが一・'ド毎はSWより、にな:

 つていIる。

 魚1体はクチビ1ノセ附近(心ものは・H一・ノ・0紛一・学0鰯下
 旬の漁場1率3/0繊“53・5鮒!にモ÷・ドが見られ追W4?ク9「.
 (平均値)である。

 一鹿児島港人港鉛.調査は下記の.とお.1子ある
 旬刈入港隻.数水.餐高..グ鋭海平均
 上旬.0。一0..0

 .一!ノー



中旬

下葡

計

(0)(0メ ー幣

 !0-8・毛2.3.55

 (23)(3ヲ五.2ゴσ}
 8!79θg各

(34)(508;890・)

/82る∠.3ろ!

 (5?)ξg0σ!二0ザ

一(0)
岬

統435

(/クー0/0)

 一里.2-3ク5一・。

 ・(/仏9名?)

 /後3ク5

 (!57ヲ!一)

 (.)は昨年唐期

 中旬は台風の影響で不漁に蜂つたが下旬は昨年を上、廼って・
 いる。

 東海さば跳釣撫況。c!./月分一)

 §・÷率機外
 漁場は農諏5/5,535漁区で、月甲の変動はないが癬、事は

 大.変悪い。、昨自好瀧が一あっても・、。今冒は.不漁という期キ・白変

 璽,.カ,はげ一しも、o・1{
 水温は維隼よりλ5-2.o℃の高目と、そσ)他g)影響で一浮上一

 鎮・何共Iに悪い、魚体は甲さばが大部分で(田・・B・・5フ5中・4509r

 亙・工・一3/0、'3/5鰍)塑掩句いて三あるが、欝≡密度は嚢…い。
 ○上旬

 漁場は"・ト・;'叫・ノ・且・バ㌧パ㌧・'呼1咋
 壊で(農林.テ山5,535区)操業さ夏'している回各船とも/白

 500～・∠000メの猫をなし、魚体は平均体長3ア燃.、体重ノノ0

 .匁の辛さぱであ一る。魚探による魚群反応は小さく、密度は薄い。
 魚群を浮上一さ氾ても、大都分が蓮りさばで・、一すぐ溌1・ずる。防

 止策の一方法としては、.毅葛篭庄をもって浮上さ草,そり後は

 或る程蒙箪匡を俸一一下'させると効果がある。

 一!ユー一



区別漁穫表

11月旬別漁

 昭和34年ノ/月計

 昭和34年!ノ月上旬

 昭和34年.ノノ月中旬

 ■'11■I一'一一.一■■''一'一丁一一……』川}■}'一'}}}】},一岬''.一「}}・.・「

 林1撫一獲量操薬ぽ平引延漢薬に食予1
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       一

 亭海サバ'跳鈎漁場海況一因

 昭莉s4等!ノ月.下'初

 ・・ブニデ千一'
 二14!」ヅ

 ,ξプ‡ヰ峯寸‡江ヨ
 …土1㌣三段戸÷軽
 !青ド篶汁5ボ景一㍗三1{三I
 」…一一一…」…一斗
 計1…川1…1佐00015!・51"刊

中旬

)タ

 凡例一一…一・一一・・等塩線

 一w(一一へ“一潮目

 一一。・＼傍永

 均・暖水一
 △主なる・撤場一

 5Iユ5鎧・秣漁区



 ○中旬一

 異常海況の馳は…大一陸の警冬1こよる÷もρでこ飢回復は見込.・
 みないが・一桝'より黄海冷水が強いので1・・畔酬立郎次第に
 南トしつ・ある。しかし今の・と・ごみ・漁卵形鋤は顕著でないが、一'
 萌師より.重=心はやパ南西に移行している。.漁事は好漁産子もプ

 員.∫隻平均500メに溝たな一い不摂でここれを!人当りの漁獲軍.

 でみると.昨年同期に比べ1レ。に低下して・い・糾
 ○下街

 撫場あ移動はな1'が・ゾ∴一祭=熟紙㌘:いるが・・大した動苧
 阜1ま1・ψ・蝉二11副旬・よ!.‡.線器、∵、率1畔で'は.舳平や1.δ
 ・壱0メの好漁をなし下・いる』が・貯不漁め目苧舛.jまげしい回
 ヂ温は季節風の欧さ出しか強{午.㌢・・千琴{帥水よりの削一
 拙しも強、なって次第に低目になりつ〉あり.2∠5“22.0I

 で好漁をなしている。これら漁場では75壷に藤腐があり.焦'一

 群蹟、泳:海/:・.ρ..～』。.0伽と多一{一義めbれる。

 1?今勧終。り卵ら～㍗㍗):ブ・率剃ま雫寄り{こ移動レ始Iめ1・
 短48_oパ.皿グ〃_年0～¢5(二水温〃ノC)'。・の一潮目.肥漁場は.,

 =・二=1・1形一歳きれ、'・。1“、宇・か。・タご望一・瀞織鱒・漁をなしている。しかし..
 これ一ち好漁船はノ・・一31隻享こ噛曹二㌔ず一6芦炎、、b変動が警一し{、単均'.
 !白では、500叫000メ程度.一の液泰の=一1摸穣である。

 //月甲人港船調査.(麟握、益港)
 一(毎薄受撃寧仕切伝票辛り)

 旬別漁獲量晦)航海数.ノ航海平均漁獲量陶)

上

窄
 Iド

計
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八代海水質底質調査

 前回に引姑.“第・二回昌σ蝕査巻行÷た.'一合薗Iは水質、I底質及

 一びプランク/Iン化対称・をし舛一111一水質・.底質㌻鷲グ糸・
 .対当)と水質底質及ぴプランクトンめ水銀?検ザ碕担
 当/.に主眼を置いて一習査を打つたがそあデ㍗舛ぎ分に
 ついての結果を報告す礼一.

 ○調査月宮

 昭3!・Iダ/.ソ.イ1ソく.ピ.・
 ST・～S.軍ザ。一一・.'.//月ハポ採水・鎌二温
 ST}～S.T.?.、。一小路島沖∴川内用沸・.!1月∫3目

一..}
 プラン'タトン採率.…採水・採泥

 ○調壷船

 本場試験蜂らどり丸(約4oton'6o倉)

 O.調査点

 別.図のと池り・.前国の調査1点とほx同水域を選呼・米之津
 1!聯寄りの猟鮒・鳥・僕唐島皆り咋苧・I・鮒舳
 倒口沖合の計9点に,つ一いで一調査しれ

 ○試料採=集の古法一

 帯芦に徒バ・採水にほテン.鈎採水器一難には熊出式採渚
 器を鯛し・プ査一卓につ1いて表甲と底層及g底質を鰍
 した一。,
 なね、本銀走量用試料は二二一上記と同様の方法で採取し試水,

 はポリエ㍗ン繊!・立)に、率婿酸ノー㈹と共に注入盤
 永ぜピあで密経、試泥ムポリエチレン袋にそのま主密封
 した。

 プランクトンは稚魚ネット(至2秘)を用い、ST2カ)ら

 ST/にかけて、表面をJ5分曳航、採取レーてポリエチレ

一/一4一,



 レ袋に・ボルマ1ンで固定・密筆㌣ピ
 ○測定項目(本試担当,分)・

 前回に準じ走三

 水質:永叫塩繁率・.捲存琴薫・過㍗一ガイ腎1甲費量
 底㌣.率十ンガン酸カリ消費量し㍗・灼熱減量・及び

外観

 .IU嘉Iジ.'粂Iミ''一一1.一=、∵二
 列謹.の一と'佃り。

 ○苛ンプル採取及.ぴ現場徽冠.薯棋・の担当者

 水鏑鯛擾中正人・.蒔子牛修・.
 ○水質、底質の分・析(本試担当分).

 .弟子舟.∵二修1ミバよ,韻忠男・.
 考一一一ポ=I…h^察一い

水質

 λ塩素.量・

 蜘も高い舳外紬影響を受`〕る州舳1榔合㍗る.篶
 八代海では蔚回において表種紳・低叫で・啄台・底・
 層でジ以と・表届・底層の相異が顕著Iであったカ1一考回は
 .I鱈.舳相異はな)“嚇前後でら前1回より二様に高い
 値を示している。

 難点別に舳ば櫛子島寄Iりα)水苧が米之津沖叩事.㍗
 σ・・僅カ)に即)んであ.ポ

 ユ溶存.数繁。....一・.∵一㌻1年ふ
 前回の総で平均打%と船い値であったI・ものが!睡素
 量同様・今回はポ先と南・・魯・・て十い.る。
 ST弘S工合S・T7で表面より蟻層(約40晩)が溶枠酸

 素去が多・しかも・㌔台七ある事は、奇異である。

 一ノ5一.



 '呈過マンガン醸加重消費量・

 最1高い値を示如糾肇帥合の1表面(ξ〃隻)で・
 次が県境.の境川沸合の・・1・の繊・一名ピ'多血)となうて1

 幌α

 いる。又.ST4では底燵が社4`・金と蔦.い値を示すが広セ
 ・'二三㍉怖口沸合附近ぽ表酬・吋㌔合・践麿一(・/仰興后)で
 'チ㌔台を示糟は・・頂に実施した米之津川永質汚纏綿
 査で明ら・か書こIきれてい暮山

 一般1こ八代海の過マンダン藤加里消費蚤が高い箏は川内I州。=..I

 滴合のμ㍉・㌔と鱗す純岬らお・であ肌.
 底、質・

 五過マンガン酸カ・リ.消費量・

 最も.弔.㍉'隼を示すのが小鐘畠洋一・次いで県境の境川沖とな
 って居り、水質と岡傾商を示す。

 .八.代海の底質は外観は緑灰色の糖渥又Iはや,粗も.、砂混.り。{

 米之津用河夢附逓は縛甲から(P流一入鋤で黒色渥)である.o

 ユ率化釦
 最.高檀が小臨島沖、次いで拳川沖となっているリ弾し全般
 的音こ統化物藍は少い.醸である。..'

 .3。灼熱演蟄''・'.

 丁二1.小路島沖と・境.川挿が萬慎をネすが欄。子島沖・の.Sτ。ムSエハ
 も又局.様の壇を示す。

 要1一≒約

 ・雌素量・溶存酸素は前回より一戸1・値を示㍗難点舳特ポ
 .三ゴ点.師デ.ら㍗～毒
 咋的適㌧.!、㍗駿加塁消費量ぼ・八代海内金調査点が抱の
 .岬1苧、㌻二手、般三に合二～
 丘・底率箏化水素二?,:舛畔苧鑑い1
 .仏水質底負を通6ての共通点は過マンガン睦加里枯費量、鈍化

 }一。∠6-i1。



調査点図

川内川河口沖合



 物、灼熱減量が米之津寄り、の県境一附近で高い値を示す、事で

 ある。
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第二次試験
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 ∵薄黄色澄明の油.浮坤せるもの一
薄茶色二.

 十トー、一薄濁黄色に二変柘もる.1もの.

 ポ'準濁黄色に変化せる.もの
 紺・一纏師分赤変.のき・⑳一'
 一神に示すと拘り一次二次共に特殊塩'叩果は認舳舳
 が試験次により安定していな.い・即ち第十茨に於では製了
 後約5雇闇は雨警同一練上牝あったもの雑・一左、7日経過後
 一ぽ対照直一との差カ;見られるようになり2δ胃を過ぎると・真
 の養は一甚だしく約3一σ嵐を以て対照区は赤変し、急速な商

 畢価値の低ドを見たカメ試験区は僅カ)に脂肪分が麗混笹るの
 みで約享5日経過口)后脂肪分の赤変を見るIに至った。

 第二次に抱いては第一次と異なり差異は僅かに約/o昌簡

 を見たに過。ぎない。

 ユ塩漬経過

      魚竃蚤意π度1二件鼎呼肖・一
      B指宿30z.矢よ

      r岸宍讐÷志。÷6L1」;Ll6.ラノ.=.5.       ↓

      6、?6



 前記よりがて箆分浸透度は両者の木差なし。二

 1考察一一・・ご㌦一''I-

 A“.読醍効率について…一・帯巣に示す通り第一次把榊いて
 は'応期待通りの成果をみたが琴二次に抱いては其q効果
 は芳しくない.乏は試料の含脂董が多い(。8託舳!6%)

 こ・とが銅と患榊る'が・加之・め}なり.岬捧率..(施筆幹ミ
 の卵5蝪貫見定こ・㍑)ら之に平蝸して1苧・撃1綱g孕・
 月ヨカタ諸夷`少した華書≡衆と思弁羊さ砧る。

 従って含勝最の多い場1合静然塩に・対し・更'し・竿撃化劃・準率卒1
 すれ1ま糞味ある緯築になる帆推壷さτ1和'、デ,・.

 lB}・塩分浸透について・…露試料・とも大差は.な1いゲ即唱抗

 酸化劃餅燭1こよる浸透効果の減退は考だ1ち・れ妖1jい1号11∵鼻:1ミ、..

 寧、麗晶価値について・…保存訣檎食綜偽轟森謡消''
 費までの把握がでさな如つたが生一遂者一出荷9場一倉にねける・・
 価優美は見られな秒った。燃しながら時日去経過す.る.に偉
 い歴然とした差が見られること刃)ら特殊塩使用製品が商取

 引上はる洲己・宥剃なこと俸論を曳たない由

 二D、某の他・・・・・…(り塩漬操作は曹題塩(指宿塩)に比し僅幻)

 なが。ら簡燥である。(水分の含有程度と
 粒子の大小が原因カ))

 ②抗嬢化剤の効果に安定娃がある。(従来

 の方法に走ると撤塩濫の場合拳剤の混和

 が㍗一となり均プ効果が.締でき。弔
い)

 以上境崔。までの綺桑を言己述したま声僅か2回の結果に生り総てを'

 断定すること昨険である・よって特殊塩の・効率iζついては更・
 に酸化撃、遜譲花物の定蟄を響走し.其の翰果を把・蚤レ足い軌..

一4/一



 産児島挺奥魚類書琴場環竿綜合韻査一(第二・回)・

 又木勝弘一・・九万田一己
調査部

 .弟子丸修・。上田忠雄

 二本年歯月設置され花一鹿児島湾率魚輝蓄養場は購岩で築堤さんで

 呼∴叶中入り怜回の調査に依ると二繍刈 カニ㍗の佃7基音飢て衛オτると一ト'う≡午を碍午b(本
 場デし.抱I誌二孕I芝号一3一喜う.蓄噌滝÷内外Iの才凄永の宣撫がこの水門を

 I通して湾滑に行ぐ如どうカ1は:蕾1養地の永寅疾全の帥カ・ら極め
 一て一重一要・法事とな∵る・ので棄I一向語蓋に引続さ㌔小汐鰭に絢一げる第

 .二二甲具の調査を職た・即ち護妻池内の雛流・池内.外へ流出・
 人す二番汐の量・・水門に・拘げる海氷g通・過量・池内の塩分分布等'
 1どついての結果を;.報告す一る日

 '(>・議薯査葉層譜ヨ….・昭一ホロー3一事・4手?月㌧一8'昌'～30昌

 σ藷・養項目

 一a、・干.汐ヵ)ら満渉までめ鷲寮施内海水流入墨..
 Iも、I海水の'水門通過壷
 一・、一水温観灘

 こ∴ヰ∴I一鱗板卵・
 し甘Il一一鍵満汐及1び簸干渉・紬・塩分牟租
 の以上伸につい、実俺一し叫・

 ・・!、、1呼.呼1中1乍参禅二内帯沁1㌣パ岬
 、1平呼1、㍗.干.δ一㍗lIヤ海水流入平

 ○算出法

 蓄養地全体は、.'薦・鰯面と低鰯画を上辺、一ト辺とする椎体・で

 ギある.め辛、I二一時櫨虻=流.入。する∴水量は捨.の1干渉褒面積とr鰭闇

 ∵一後・茜表情績嵯土逆∴下逸とし、・・一時闇に壊蚤々・狂汐一位を高ざ'

 r24.'1.、



 とする篠体の体積とい・う事.になる・・.
 観測、作図、算・出法はすべて、前回1ζ;準・・じた・I一

 以/・最予汐カニ・.ら、鼓鰍碑の:締、騨却流入量を算出㌢、㌻
 値は下'記のと.㍗・一.9・であ奉1=..、、、

 .○最下汐g水I位を叡と・レ洗場'含・の;各鯛に犯.ける水坪二.

 一時一一'麹!一圭一里洋竺エ王饗竿

 。・;、〃一、i一一
 〃・43ぺ=1.ド

 ㍑一、1・'・1ニニデ・'ザ㍍1・=、.
 /3.'1..、ノニニ・0.、=一=1～。
μi901

 、、鋤、1一・・亨竿!ポ・い∴

 ○。一欝.養漉表面積

 ・率干∵二6㍗ニプ、
 ○汐の流人量.

時刻 饒縄毎刀流八量
 一一'「山
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 §わ、海水の水門通過量…

 水門中鮒と広葬式箪蹄を設㍗て涜遠.を観印だが水門一
 筆通過する潮がこの流速計一で.呼出来在1''岬平(内題的に
 .ざ殆んど潮の動きは認められなヂ離のも牢)咋った為・
 水門通過蚤の観測一は断念したグ_
 §。、水温観I麹(・舶・一ヲ帽8惰～/、8時〕末尾にホち
 ・§、1三心ぺ激流梗翻溺・一・…一・・…一一・…
 ・.蔚回息様、木製羽.摂四枚を一有す'る鰯涜梗を投外しトランシーツ
 .1二基を用いて鏑1年分母1にその位置を鋼その載騎
 を別区のように作成した。
 §8、最下汐及ホ姦清汐時の塩多分麻・一
 壕千汐砂最溝汐削ζ蓄養池内任意の卓の表面を平水・宕の・一
 点を採水母・にト・ランシットで測・律しそ壷公分布図包別蝉倣よ
 ラ.に作表した。.

 考察と.要一絢

 !、』、汐鰭に刺いて妻養池内へ流人する海水藍は絢/星00・
 トンである^れは大汐時の年1ぴ00トンと比較すれば・
 そψ,一二・;である・一・…=∵1・・1・≡.
 蓄養池内海水緯量が小・汐の最高汐時に狛いて・!6万ト・ン(一一

 蓄養滋等深線図・から算出)であるので池内外㌻1、移動する海水
 の副ま大蛇の二・!ン。、矯・蚤か鞠!〆バあるパ濃汐態
 竿1・㍗鯛で総流入馳ケゴシ・カメ流入し下1ム

 Iユ。・.ボ綿還通水盤は前述の理由で観測を断念レたが小汐踏.の汐
 の動苧.は極め.て緩慢そある為・・1大野蒔の通過水'璽ノー万トンの
 .二〆1享即!・、戸…1ソー仏I…1で1.㍗が・
 妥芋で一はないだ苧う・カ㍉、一.

 ・..水漉は今調査では昼。魔の変化を見た・・
 表面水温の最高が牛后。時吋瞭の"・C、最低が・時と

 .・ヅ㍗,・心その間約・干℃の昇降が見られる一・一
 ・椛'届㌣午師二.・時O凶と最高・午后岬1・ヲ
 。と最低を示す。その藺の温度変化は約z5℃で一ある口

 一子4÷



 前回のの調軍では表面と5肌麿では苧高・最低α)時間竿.変。化は.
 一率し淀が今回は華・鱈?鋒の場章{/0甲・)5㍗では最
 高(/ノ時)・与幽筑象を曇し丁いる・ll一…一1
 一底層は温零の‡トが極尊で、、、=一万魂軸で牽・牽智簿.汐、.。干渉蒔に

 師・圓㍗一調帥辞・哩考え・毒.と・1聾拳邸㌣;憐と,底・薦は・かな.'
 り.の上下確或い・1き扇一路紙み・る1ρ、では.稗=い・牝と・・愚・やれ.る1
 4.汐の移動・

 ○凝汐晴の蔽棚捗勤

 表麿ぽ鮒触後池奥に向づ寸・湊率ア1る一.9一鮒・學では表
 層・1こ砂移動は帥で一三る雫11}㍗㍗
 又歳瀦竿に達す一㍗舶:臭晦峨趨'ぺ即知こ叩傘糠
 .・即・ご向'つて移動予紬〕'や㌔...

 ○落桝榊溺の・1綿・、1;註.二・.一・.I-I!・.・・
 落汐鏑婚後4時制で..漉甲±衆醗=肥=約.い二ては褒属、・蟹憾共渦状

 を画き、後池薬1こ1着1つて…いめ1こ;擦卵鋤・る一一
5.

 ○巌千汐

 当臼(7月30出)G).穀・干渉は一芽樽.40分で

 1時事・分終了が1・㍉ρ分'で二率小脇11震汐持てあ
 つ。れ騒汐踊始踏は表一面水講移.撃モは鄭こ向って極めて、
 活駄勤く事が耀.流I綴(1)製強で明ら'かにざマτているので,
 壇・藁簑が泳門鮒近で蕎1(/2.ヲ0一、≒r;.ガ裏が猛い(・Σ6ち

 ム㌃)學・、毒。≡姦線が巣に一句って挿し審一ヒる形まとっている事.

 等ばこ1者τ。ら.め主婁錯と考i夷.ら.れる。

 又・師一厚雌巣と比較するを前回炉一納で、・爽・c⊥×台。.
 湾奥で・3.κ'以一下と.なっている。従って今回故総漆に櫨、が

 水門附逓で/～ハモκ、邸で・I～、・ノ宅て雛、姑なって

 一一。65川.



 いる。

最蒲汐

 最溝汐は・9時二去・分・鰍は?・時一・・靖にか1・て・
 案・施一したので採水は麗に落汝蒔てあっ波。.・

 動図に.も示一したと'秒りj今国'減爵園≒と全レ麺聾穆、即ち湾奥
 る1・。ギツと鮪・、水紬近が1ノー。Iモれ最肋示し
 七毛・る.支導塩練は湾達の蕎かん部一から本.陽の傍,船伽都.に

 向つで寄壱る務をとって小る小数在絶に打つだ数回♀調査
 で水門附近より一溝鈴誠蔑かんで雫つだ箏はないい粋な
 る理由で今調査炎吐じの.様な窮象を呈したかは不明である

 降雨の影響を見ると㍑時・～!る持にカ用て雷を伴うヌ8
 鰯の1降雨を見ている。

 強いて考えれば水門祥の奏面1水炉榊時よiザ低い塩素
 蚤を示しノたのは(常・識断1こは蓄養池外から浦入ず一る汐の為

 芦塩素蚤を示す警で争るう一峰爾ρ影響だとしても芦奥が
 ・二一1Cゾと干渉、湾1汐を鋤て最高値を示すのは、降歯
 の影響を考元ると水鮒近企懐鑑.1なる筆であり'・何と辛
 説明し難い。.

以上
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 蓄養池中央部における水温変化.



潮流板軌跡図 (.その1)



潮流板軌跡図 (その2)
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 最干汐時における塩分分布図
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 最干汐時における塩分分布図
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各部日記

 ○調査部日記

 /J月/日}5昌.一曲藤I人手焦礁効果調査
 .ソ3月5目～る賞宮崎県痛尻ぶ。り護養場一調査
 /一一J月ノ目～25日33年.度箏薬報告書原稿蒐集

 'ノンー月!6膚}ノブ昌牛榎糞筆場冬期環境調査.
 1グ・一月..ソポバ自繍餐細分析。(実験筆)

漁業部日記
 !!角・30出

 .ノ・J月30

 ソJ角5日

 ./4角I//目

 ノJ月/3日

 ノエ月!5■

 …目

 =らどり丸肪4瀬興漁業試験より痛る

 ちどり丸焼5=企上出帆
 繁圖漁薬指導船艇拳について基本的な要件
 を水産課と打・合.す

 鮎丸ノ雫チーオ近郷蘇集叫切り席釦乙つ1
 らどり丸尻'5碑魚漁率試験より帰る
 .らどり丸肪5全上出帆

 ○製造部日記

 //月ノ4自火欝分ト率。)谷元場長、岩倉鼓・師・山口披鮒
 来訪、製造関係の遠揺繁務打合

 /!月ノ5自麗湾漁振、.中村会長来訪、みりん下生産事

 薬だっいて打合

 //月ノ6自}!2月3白

 みりん十の仕上拓業指導

 !!月ノ6日'一/ユ月!5目

 刀)らすみ加工指導

 /ノ月ノ、昌玉林帯学絞'紅笛逸夫教翰来訪、磁詰巻縮
 ・機械の取扱強奪法について打合

 /!月J0日圧力答書書の定期性詣績奮(労働基準監督薯)

 、土3ゴL



 ～月“釆一訪・小川香料KK=新製弔・香料の紹介
 ～月㍑来訪、共纈水産KKソ社員鮫島宋二

 塩干加工工場α)案熊調査

 ノ4月5賞煉製品の調映試錘。

 !4一角?自～J4甘魚肉ソごセージ製造

 ○'養殖部日記

 寺!!月亨0日一票ら'よ之界第ノ回収揚、
 勤一、ノ.月、自一!・ポ衰株形嫡査票・よ1賊定.

 !ノ角ノブ白黒つよう貢第イ回敢携

 /4月4/白真珠々披さ。

一33一



編集後記

 ◎中藺色調のダンダg模・様のこの一・年。仰り遼って蒲・えん
 とすれど水面の月の如、.あとかたもなし・

 ・◎購十字の塁のしっ(にぬれてマグロ・を追い、粟支那輯一の

 サパ柱に挑んだ目の杓(Dσ)きも、流れ藻に研一れるブリ仔

 に歓喜したのもの一みそ一めし講の一碑と引換えに過'
 夫に入らんとず。た∫フォルマリン漬の変色した魚体
 サムプルだけが実在を誇示するのみ。

 ◎溝.繋制度調一査会の中間籔告が・出・た。沿岸漁業の再編威を

 急ぐべ一きは衆自の一致すると乙み。。宣しく活眼を開いて...

 時流にさをさすの一思をなすべからず。
 のたれ死は浪花節にもなら幽。

 ◎八代海に異変あり。のり芽はあびず」一点は売れず。

 転一撮為福の饗策をねれ。

 ◎奄美の劉職を盛った「奄美.短信I」〆切櫛1こ含むず。

 競青輯=子白フゴにイ音りあ一'る女口へ.さび=ざ。ζと{肝を嘉護る。

 ◎か1て….一ぽ1圭逝1㌧新しいぺ一ジベのひ・そやかな.
 期待と、新年の敵に身構えるかすカ)な佃の〉さとを一秘

 めな。がら・・…o

 つし一泊46一冒をね・{る。

(編集部)
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